The “Yohen Temmoku” tea bowl newly excavated in Hang zhou China by 水上 和則
杭州出土の曜変天目 









































































〔 195 〕 






























〔 196 〕 
 ところで、旧書に見られる曜変天目の評価として、真相『君台観左右帳記』


























































































































































































































































































〔 204 〕 
問題なく曜変天目と見えたが、それを確かめるために同月 13 日に杭州に出張
した。14 日午前、曜変天目残器を収蔵する人と待ち合わせて、出土品を実見





























〔 205 〕 
ように扱うか、中国での公開を待つことになった。 
 2012 年 2 月 24 日から 27 日まで、深圳市文物管理辦公室・深圳博物館・深
圳市文物考古鑑定所の主催で『中国古代黑釉瓷器曁吉州窯国際学術研討会』
が開催され、この会議で“杭州出土曜変天目碗の残器”の存在が公表された。
































































くれ、これより南 7 キロメートルの地点に水吉建窯がある。 
 水吉建窯窯址については、1935年 6月の J. M. プラマーによる踏査後、1955
年には華東文物考古工作隊により 11 箇所の窯趾が発見されている。1977 年
杭州出土の曜変天目 

























































































































































〔 211 〕 
者を含め大規模な倣天目碗の生産が行われた。これに先立ち、福建省軽工業
研究所・福建省建陽県瓷厰『“建窯”黒釉瓷［兎毫］的恢復拡大試験総結報告』




表 1 に、これまでに知られる分析値と、調合素地原料の調合値を並べて示す。 




   水吉紅泥 — — — 40%   池中粘土 — — — — — — 60% 
 
表 1．建窯天目碗の釉と胎土の化学組成 


















0.06 Na2O 0.89 Al2O3 4.44 SiO2 
0.24 MgO 6.18％ Fe2O3 0.65％ TiO2 
0.55 CaO 0.03％ MnO P2O5 未分析 
建窯釉 19 種の平均のゼーゲル式 
0.17 K2O 
0.01 Na2O 0.93 Al2O3 5.21 SiO2 
0.23 MgO 6.02％ Fe2O3 0.65％ TiO2 
0.60 CaO 0.63％ MnO 1.21％ P2O5 
素地原料 80％＋松灰 20％の調合釉ゼーゲル式 
0.16 K2O 
0.03 Na2O 0.87 Al2O3 4.42 SiO2 
0.20 MgO 5.30％ Fe2O3 1.19％ TiO2 
0.61 CaO 0.77％ MnO P2O5 未分析 
杭州出土の曜変天目 









































































 「 2003 年 9 月特許出願 特開 2005-82438 平成 17 年 3 月 31 日 
【発明の名称】曜変加飾陶磁器およびその製造法 」 
また、発明者による出願内容や意図について、やさしく解説したものが、『セ












































































 本論は、平成 24 年度の専修大学人文科学研究所第二回公開講座で発表を行
なった内容を、より詳しく文章にしたものである。また、主要部分について
は研究発表に先立つ“杭州出土の曜変天目碗”の速報として、美術雑誌『聚


























(4) 茶道資料館『唐物天目』図録中、森本朝子「博多遺跡群出土の天目」平成 6 年 
(5) 塚本靖『天目茶碗考』昭和 10 年 9 月、學藝書院。 
(6) 高橋忠彦編『浙江の茶文化を学際的に探る』東アジア海域叢書全 20 巻の内（近刊
予定）、汲古書院 
(7) 別冊淡交『天目』平成 21 年 
(8)「名物目利聞書」 
(9) 塚本靖『天目茶碗考』昭和 10 年 9 月、學藝書院。本書によれば、今泉雄作が曜変
天目を、前者を“曜変”、後者を“芒変”、両方が混じったものを“芒曜”と呼ぶよ
うに細分化したと書かれている。 






〔 219 〕 
部数という。 
(12) 文淵閣『欽定四庫全書』史部、浙江図書館古籍部。 
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